
第
２
回
市
議
会
定
例
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
　  

第
2
回
市
議
会
定
例
会
を
６

月
６
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程

で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
 

初
日
に
は
、
大
垣
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
先
議
し
た
後
、
市

長
か
ら
令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
15
議
案
に
つ
い

て
提
案
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
大
垣
市
一
般
会
計

補
正
予
算

（
第
１
号
）
及
び
大

垣
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
ほ
か
１
件
を
た
だ

ち
に
建
設
産
業
委
員
会
及
び
教

育
福
祉
委
員
会
に
お
い
て
審
査

し
、
同
日
可
決
し
ま
し
た
。

　

 

13
日
に
は
、
13
名
の
議
員
が
、

市
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問

を
行
い
（２
～
３
面
に
掲
載
）、

15
日
か
ら
20
日
に
は
各
委
員
会

に
お
い
て
付
託
議
案
の
審
査
を

慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

　

21
日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

員
長
が
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、
市
長
提
出
議
案
８
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

提
出
議
案
１
件
を
否
決
、
1
件

を
可
決
し
た
後
、
大
垣
市
副
市

長
の
選
任
に
つ
い
て
を
追
加
上

程
し
、
豊
田
富
士
人
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

定 例 会 日 程定 例 会 日 程

６ 月6日 本会議 （提案説明）

　　　　　　　　建設産業委員会

　　　　　　　  教育福祉委員会

議会運営委員会

13日 本会議 （一般質問）

1５日 市民病院に関する委員会

1６日 建設産業委員会

17日 教育福祉委員会

2０日 総務環境委員会

2１日 議会運営委員会

本会議

守屋多々志作　扇面芭蕉
　又やたぐひ長良の川の鮎膾

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
支
援
策
と
し
て
、
市
内
の
全
て
の
世
帯
と
事
業

者
の
水
道
基
本
料
金
を
10
か
月
分
免
除
す
る
こ
と
に
伴
い
、
水

道
事
業
の
減
収
等
を
補
填
す
る
た
め
の
繰
出
金
と
し
て
、
水
道

事
業
会
計
補
助
金
６
億
円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金

１
６
０
０
万
円
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

◇
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

の
特
別
給
付
金
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
給
付
す
る
た
め
、
１
億

６
３
０
０
万
円
を
計
上
。

◇
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
経

費
と
し
て
、
医
療
機
関
へ
の
接
種
委
託
料
な
ど
、
７
億
３
７
２
５

万
円
を
計
上
。

◇
県
内
の
住
宅
等
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の
普
及

を
促
進
す
る
た
め
、
県
が
国
の
地
域
脱
炭
素
移
行

・
再
エ
ネ
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
そ
の
設
備
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
伴
い
、

市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
事
業
補
助
金
と
し
て

３
２
０
０
万
円
を
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
議
会
議
員
及
び
大
垣
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

◇
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
仮
称
）
上
石
津
義
務
教
育
学
校
改
修
建
築
工
事
に
つ
い
て
、

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

意
見
書

（文
面
は
４
面
に
掲
載
）

◇
環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た

学
校
施
設
の
Z
E
B
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

大垣市議会役員名簿

　5月12日に開会された第1回臨時会にお

いて、 次のとおり決定しました。

議 会 三 役

議 長 林   新 太 郎

副 議 長 関  谷   和  彦

監 査 委 員 不  破   光  司

常任委員会

総務環境委員会 （８名）

委員長 近 沢　　 正 副委員長 梅崎げんいち

委　員 北 野 ひとし 委　員 関 谷　和 彦

委　員 長谷川つよし 委　員 田 中　孝 典

委　員 川 上　孝 浩 委　員 岡田まさあき

教育福祉委員会 （７名）

委員長 空  　　英 明 副委員長 中 田  ゆみこ

委　員 はんざわ多美 委　員 不 破　光 司

委　員 粥 川  加奈子 委　員 岡 本　敏 美

委　員 石 川  まさと

建設産業委員会 （７名）

委員長 日比野 芳 幸 副委員長 種 田　昌 克

委　員 中 田  としや 委　員 丸 山　新 吾

委　員 岩 井　哲 二 委　員 高 橋      滋

委　員 林  　新太郎

議会運営委員会 （７名）

委員長 長谷川つよし 副委員長 北 野  ひとし

委　員 近 沢　　 正 委　員 中 田  ゆみこ

委　員 岡 本　敏 美 委　員 石 川  まさと

委　員 岡田まさあき

特別委員会

市民病院に関する委員会 （５名）

委員長 丸 山　新 吾 副委員長 種 田　昌 克

委　員 空　 　 英 明 委　員 日比野  芳 幸

委　員 高 橋　     滋

　　　　夕涼み夏祭り　開催！夕涼み夏祭り　開催！

（令和4年７月23日　奥の細道むすびの地記念館）

奥の細道むすびの地記念館の開館10周年記念事

業の一環として、 夏休み最初の土曜日に夕涼み夏祭

りが開催されました。 わくわく縁日コーナーでは、 親

子連れらが、 スーパーボールやおもちゃすくい、 ヨー

ヨーつりなど、 涼しげに縁日を楽しみ、 また、 グル

メコーナーでは、 かき氷、 米粉クレープ、 ガパオライ

スなどを味わい、 夏のひとときを過ごしていました。

2022年8月15 日① 大 垣 市 議 会 だ よ り 第92号

この議会だよりは、環境保全に配慮し、適切で持続可能な管理が行われている森林から産出された木質資源を原料にした紙を使用しています。

大垣市民の誓い
私たちは 水を生かし
緑を広げ 安全に努め
心を育て 助け合います

<インターネットURL>
大垣市議会 検索



一
般
質
問

一
般
質
問

保
育
士
の
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り

長
谷
川　

つ
よ
し

質
問
質
問

:

現
代
社
会
に
お
け
る
保

育
施
設
が
果
た
す
役
割
は
極
め

て
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務

が
増
え
て
い
る
保
育
士
の
負
担

軽
減
や
人
員
確
保
は
最
重
要
課

題
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り

組
み
を
伺
う
。
ま
た
昨
今
、
保

育
士
や
保
護
者
の
負
担
解
消
に

向
け
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の

持
ち
帰
り
を
廃
止
す
る
動
き
が

全
国
的
に
み
ら
れ
る
が
、
本
市

も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
答
弁

:

保
育
士
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
保
育
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
登
園
管

理
や
延
長
保
育
料
の
徴
収
事
務

の
自
動
化
な
ど
保
育
士
の
業
務

を
効
率
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
保
育
支
援
員
が

各
園
へ
の
巡
回
や
手
続
支
援
を

行
う
な
ど
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

保
育
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
保
育
士
の
人

員
確
保
に
つ
い
て
は
、
認
可
保

育
所
等
で
新
た
に
勤
務
す
る
保

育
士
等
へ
の
就
職
準
備
費
用
補

助
や
、
公
立
園
で
の
継
続
的
な

正
規
保
育
士
の
増
員
を
図
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
園
児
ご
と
の
仕
分
け
や
保
管

は
負
担
が
大
き
く
、
園
で
の
一

括
処
分
に
よ
り
、
保
育
士
や
保

護
者
の
負
担
軽
減
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
今
後
、
公
立
園
等
で

の
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
廃
止
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
質
問

:

家
庭
系
ご
み
有
料
化
に

伴
う
周
知
説
明
会
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
、
も
え
な
い
ご
み
袋

の
種
類
を
も
え
る
ご
み
と
同
様

に
大
小
２
種
類
に
す
る
要
望
が

あ
る
。
ま
た
、
家
庭
に
残
っ
た

有
料
可
燃
ご
み
処
理
券
１
枚
で
、

も
え
る
ご
み
用
指
定
ご
み
袋
大

サ
イ
ズ
３
枚
と
交
換
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

周
知
説
明
会
で
は
、
有

料
指
定
ご
み
袋
制
度
に
つ
い
て

説
明
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
解
説

動
画
を
上
映
す
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
に
つ

い
て
詳
細
な
チ
ラ
シ
等
を
配
布

し
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
る
。

　

市
民
か
ら
の
も
え
な
い
ご
み

袋
（小
）
の
作
成
や
、家
庭
に
残
っ

て
い
る
有
料
可
燃
ご
み
処
理
券

の
指
定
ご
み
袋

（
大
）
へ
の
交

換
な
ど
の
要
望
は
、
関
係
条
例

の
改
正
も
含
め
て
、
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問
質
問

:

帯
状
疱
疹
は
50
歳
を
境

に
発
症
率
が
急
激
に
上
昇
し
80

歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
罹
患

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
重
い

後
遺
症
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
発
症

を
完
全
に
防
ぐ
も
の
で
は
な
い

が
、
軽
症
で
済
み
、
後
遺
症
の

予
防
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い

る
。
帯
状
疱
疹
の
周
知
・啓
発
、

及
び
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

帯
状
疱
疹
は
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
に
よ
る
治
療
が
一
般
的
だ

が
、
加
齢
と
と
も
に
症
状
や
治

療
の
長
期
化
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
発
症
自
体
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
有
効
で
、
現
在
、

50
歳
以
上
の
方
に
、
任
意
の
予

防
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
は
免
疫
力
の
低
下
に

よ
っ
て
発
症
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
等
を
通
じ
、
そ
の
原
因
や

症
状
に
加
え
、
日
ご
ろ
の
体
調

管
理
と
早
期
治
療
の
重
要
性
に

つ
い
て
周
知

・
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
本
市
で
も
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　

:

昨
年
医
療
的
ケ
ア
児
及

び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に

関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
こ
れ

ま
で
努
力
義
務
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
支
援
策
が
国
と
地
方
自
治

体
の
責
務
と
な
っ
た
。
本
市
に

お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

策
を
伺
う
。
保
育
園
に
看
護
師

を
配
置
し
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
答
弁

:

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
の
成
長
の
様
子
や
医
療
、
介

護
の
支
援
状
況
等
を
記
録
し
、

家
族
と
支
援
者
が
共
有
で
き
る

大
垣
市
す
こ
や
か
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
必
要
な

方
に
配
布
し
て
い
る
。

　

 

今
年
４
月
か
ら
は
、
人
工
呼

吸
器
等
の
医
療
機
器
を
日
常
的

に
使
用
す
る
方
々
が
、
長
時
間

の
停
電
時
に
お
い
て
も
必
要
な

電
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
大

垣
市
重
度
障
害
児
者
非
常
用
電

源
装
置
等
購
入
費
助
成
事
業
を

新
設
し
た
。

  
保
育
所
等
で
の
医
療
的
ケ
ア

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

安
全
を
十
分
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関

等
と
連
携
を
図
り
検
討
を
進
め

て
い
く
。

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

梅
崎　

げ
ん
い
ち

質
問
質
問

:

男
性
に
多
い
膀
胱
が
ん

や
前
立
腺
が
ん
の
手
術
後
、
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
用
す
る
方
が

一
定
数
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、

男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室
に
は
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚
物
入

れ
）
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

外
出
先
で
の
処
理
に
苦
慮
す
る

男
性
も
少
な
く
な
い
と
の
こ
と
。

市
内
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ

レ
に
も
設
置
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

令
和
２
年
１
月
に
供
用

開
始
し
た
市
本
庁
舎
に
お
い
て

は
、
多
機
能
な
ト
イ
レ
を
配
置

し
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
は

じ
め
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
等
を
設
置

す
る
ほ
か
、
１
階
、
２
階
、
８

階
に
は
多
目
的
ベ
ッ
ド
と
オ
ス
ト

メ
イ
ト
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
病
院
、
か
わ
な
み
作
業
所

な
ど
の
８
施
設
の
男
性
用
ト
イ

レ
に
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
い
る
。
今
後
の
公
共

施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

は
、施
設
ご
と
に
検
討
し
て
い
く
。

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や

空
き
地
等
の
対
応
に
つ
い
て

種
田　

昌
克

質
問
質
問

:

ご
み
が
積
ま
れ
て
い
た

り
、
樹
木
や
雑
草
が
茂
っ
た
ま

ま
放
置
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る
「ご

み
屋
敷
」
が
近
隣
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
対
応

を
伺
う
。
そ
の
解
決
に
は
、
法

律
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
、
行
政
の
取
り
組
み
や
地
域

と
の
連
携
、
原
因
と
な
っ
た
方

へ
の
寄
り
添
い
が
必
要
で
あ
り
、

施
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁
答
弁

:

本
市
で
も
、
放
置
さ
れ

て
い
る
空
き
家
や
空
き
地
等
に

草
木
が
繁
茂
し
、
交
通
障
害
や

衛
生
害
虫
の
発
生
、
ご
み
の
不

法
投
棄
の
誘
発
な
ど
、
近
隣
の

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

事
例
が
発
生
し
て
い
る
。
市
民

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は

職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
等
に
必
要
な

指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
頻
繁
に
ご
み
が
散
乱
す

る
場
所
や
不
法
投
棄
が
あ
っ
た

場
所
は
、
市
の
衛
生
パ
ト
ロ
ー

ル
等
に
よ
る
監
視
を
継
続
し
て

い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て

近
沢　
　

正

質
問
質
問

:

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
の
支
援
を
伺
う
。
中
で
も
母

子
家
庭
で
は
貧
困
に
苦
し
む
家

庭
が
増
え
、
貧
困
の
連
鎖
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
で
は
、
大
学
進

学
率
が
高
い
現
状
に
お
い
て
十

分
に
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
手
当
の
制
定

当
時
と
は
状
況
が
異
な
る
た
め
、

補
完
す
る
施
策
を
本
市
に
要
望

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

中
田　

と
し
や

家
庭
系
ご
み
有
料
化
に
伴
う

周
知
説
明
会
に
つ
い
て

質
問
質
問

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行

状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
各
議
員

が
市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

不
破　

光
司 保育士等職場復帰支援セミ

ナーにより再就職を促進

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

中
田　

ゆ
み
こ

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん
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す
る
。

答
弁
答
弁

:

本
市
で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
が
本
年
３
月
末
現
在
、
約

１
２
０
０
世
帯
あ
り
、
う
ち
約

97
％
が
母
子
世
帯
で
あ
る
。
所

得
の
低
い
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
母
子

家
庭
等
医
療
費
の
助
成
、
保
育

園
等
の
利
用
料
減
免
、
小
中
学

校
の
給
食
費
や
学
用
品
費
の
一

部
を
援
助
し
、
経
済
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
看
護
師
や
保
育
士
な
ど

の
資
格
取
得
を
目
指
す
場
合
に

給
付
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
養
育
費
の
取
り
決

め
書
類
の
作
成
費
用
へ
の
補
助

を
開
始
し
た
。
体
調
不
良
等
に

よ
り
一
時
的
に
家
事
や
育
児
の

援
助
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
は
、

ヘ
ル
パ
ー
も
派
遣
し
て
い
る
。

質
問
質
問

:

中
学
校
の
部
活
動
が
来

年
度
か
ら
地
域
に
移
行
さ
れ
る
。

競
技
に
よ
っ
て
は
複
数
の
学
校

で
連
合
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ

と
が
珍
し
く
な
い
中
、
地
域
移

行
に
は
戸
惑
い
や
不
安
の
声
が

聞
か
れ
る
。
部
活
動
の
理
念
を

踏
ま
え
た
環
境
下
で
ス
ポ
ー
ツ

に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
各
種
団

体
の
知
見
も
踏
ま
え
地
域
人
材

の
確
保
や
経
済
的
負
担
の
軽
減

等
を
要
望
す
る
。

　
　

:

国
は
、
学
校
の
働
き
方

改
革
と
部
活
動
改
革
を
一
体
的

に
進
め
る
た
め
、
学
校
部
活
動

か
ら
地
域
部
活
動
へ
移
行
す
る

方
針
を
示
し
た
。
本
市
で
も
、

新
し
い
学
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
を
活
用
し
、
各
種
競
技
団

体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
各

種
文
化
活
動
団
体
な
ど
、
地
域

部
活
動
に
お
け
る
新
た
な
運
営

主
体
の
確
保
や
、
生
徒
へ
の
指

導
等
に
意
欲
が
あ
る
地
域
人
材

の
協
力
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文

化
活
動
を
地
域
で
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
に
向
け
て
、
課
題
を

整
理
し
て
い
る
。
今
後
も
部
活

動
の
地
域
移
行
に
向
け
、
環
境

整
備
を
進
め
、
生
徒
の
成
長
を

促
し
て
い
く
。

質
問
質
問

:
全
国
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が

加
速
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

情
報
通
信
技
術
や
人
工
知
能
を

活
用
し
、
よ
り
良
い
社
会
を
作

る
と
い
う
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
、
国
・
自
治
体
・
企
業
・

大
学
等
が
集
合
体
を
作
り
、
連

携
し
て
い
く
姿
が
あ
る
。
本
市

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
方

針
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

大
垣
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
計
画
を
策
定
し
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
避
難

所
受
付
や
備
蓄
物
資
管
理
へ
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
文
化

施
設
で
の
催
し
の
ラ
イ
ブ
配
信

な
ど
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
面

の
損
傷
状
況
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す

る
シ
ス
テ
ム
や
、
園
児
の
登
降

園
管
理
な
ど
行
う
保
育
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、

行
政
の
高
度
化

・
効
率
化
を
図

っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
誰
も

が
利
便
性
の
高
い
暮
ら
し
を
実

感
で
き
る
持
続
可
能
な
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
。

質
問
質
問

:

不
燃
ご
み
の
有
料
袋
の

使
用
目
的
は
何
か
。
袋
に
入
り

き
ら
な
い
も
の
は
ど
の
よ
う
に

ご
み
出
し
す
れ
ば
よ
い
か
。
不

燃
ご
み
の
不
法
投
棄
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。
指
定
ご
み
袋

は
最
終
的
に
ご
み
に
な
る
。
ご

み
袋
に
入
れ
や
す
い
よ
う
ご
み

を
小
さ
く
す
る
作
業
な
ど
は
高

齢
者
に
と
っ
て
難
し
い
。
今
の

方
式
で
不
燃
ご
み
を
出
す
ほ
う

が
合
理
的
で
は
な
い
か
。

　
　

:

も
え
な
い
ご
み
の
有
料

指
定
ご
み
袋
の
使
用
目
的
は
、

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
一
層
推
進
す
る
も
の
で

あ
る
。
指
定
ご
み
袋
に
入
り
き

ら
な
い
ご
み
は
、
分
解
す
る
な

ど
し
て
袋
に
収
ま
れ
ば
、
も
え

な
い
ご
み
と
し
て
収
集
し
、
袋

に
収
ま
ら
な
い
場
合
は
、
大
型

ご
み
と
し
て
収
集
す
る
。
ご
み

の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、

広
報
お
お
が
き
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
啓
発
を
は
じ
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
自
治

会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。

ご
み
の
有
料
化
計
画
に
つ
い

て

岡
田　

ま
さ
あ
き

質
問
質
問

:

環
境
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
方
針
が
不
明
確
で
あ
り
、
家

庭
系
ご
み
の
増
加
が
横
ば
い
の

状
況
で
、
有
料
指
定
ご
み
袋
制

度
を
導
入
す
る
の
は
時
期
尚
早
。

ま
た
、
ご
み
袋
の
保
管
倉
庫
の

建
設
は
税
金
の
無
駄
遣
い
。
有

料
ご
み
袋
の
導
入
費
用
０
円
の

豊
橋
市
や
各
務
原
市
の
よ
う
に

ご
み
袋
製
造
等
承
認
事
業
者
制

度
を
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
。

延
期
ま
た
は
中
止
す
べ
き
。

答
弁
答
弁

:

環
境
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
方
針
に
つ
い
て
は
、
昨
年
3

月
に
大
垣
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
改
定
し
、
ご
み
の

排
出
抑
制
に
つ
い
て
定
め
、
ご

み
処
理
制
度
の
見
直
し
を
位
置

づ
け
て
い
る
。
ご
み
袋
の
保
管

倉
庫
は
、
年
4
回
に
分
け
て
納

品
さ
れ
る
有
料
指
定
ご
み
袋
を

保
管
し
、
順
次
販
売
店
に
配
送

す
る
た
め
必
要
で
あ
る
。
ご
み

袋
製
造
等
承
認
事
業
者
制
度
や

無
料
の
指
定
ご
み
袋
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
販
売
店
舗
に

よ
り
ご
み
袋
の
販
売
価
格
が
異

な
る
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
、

導
入
は
検
討
し
て
い
な
い
。

質
問
質
問

:

今
年
３
月
に
ご
み
袋
の

有
料
化
を
議
決
し
た
が
、
そ
の

当
時
よ
り
原
材
料
価
格
等
物
価

の
高
騰
に
よ
り
、
１
万
品
目
も

の
値
上
げ
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
有
料
化
し
て
い
る
自
治

体
の
中
に
は
一
時
的
に
無
料
配

布
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
本
市

は
有
料
化
に
踏
み
切
る
の
か
。

せ
め
て
１
年
程
度
の
延
期
を
求

め
る
。
生
活
困
窮
者
へ
の
無
料

配
布
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

原
油
価
格
や
電
気
料
金

等
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
国
の

支
援
と
し
て
、
今
年
度
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
臨
時
特
別

給
付
金
を
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
。
ま

た
本
市
で
は
、
水
道
の
基
本
料

金
を
10
か
月
間
免
除
し
、
市
民

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
幅
広
く

支
援
す
る
。
生
活
困
窮
者
へ
の

無
料
配
付
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
制
度
に
お
い
て
も
、
乳
児
や

寝
た
き
り
高
齢
者
、
自
治
会
清

掃
活
動
の
ご
み
処
理
用
等
と
し

て
、
一
定
枚
数
の
ご
み
処
理
券

を
交
付
し
て
お
り
、
有
料
指
定

ご
み
袋
制
度
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
の
対
象
者
の
ほ
か

生
活
困
窮
者
等
を
含
め
、
ご
み

袋
の
無
料
配
付
を
行
う
。

質
問
質
問

:

ご
み
有
料
化
説
明
会
で

把
握
し
た
問
題
点
の
改
善
に
取

り
組
む
べ
き
。
ま
た
不
法
投
棄

対
策
は
特
に
重
要
で
、
５
Ｗ
１

Ｈ
を
明
確
に
し
て
進
め
る
べ
き
。

有
料
化
は
市
民
に
経
済
的
負
担

を
求
め
る
事
業
で
あ
り
、
手
数

料
収
入
の
使
途
に
つ
い
て

「
見

え
る
化
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

ご
み
出
し
支
援
や
大
型
ご
み
の

運
び
出
し
支
援
な
ど
に
活
用
す

る
べ
き
。
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
答
弁

:

説
明
会
で
出
さ
れ
た
意

見
や
質
問
等
は
、
代
表
的
な
18

項
目
を
主
な
質
問
と
回
答
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
説
明
会
の
会

場
で
配
布
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
掲
載
し
て
い
る
。

ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い

て
は
、
広
報
啓
発
を
は
じ
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
、
自

治
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
む
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
要
望
の
多
い

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
日
開

場
を
月
1
回
程
度
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

答
弁
答
弁

答
弁
答
弁

本
市
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

田
中　

孝
典

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

空　

英
明

不
燃
ご
み
の
有
料
袋
使
用
に

つ
い
て

は
ん
ざ
わ　

多
美

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い

て

北
野　

ひ
と
し

※

※ごみ袋製造等承認事業者制度…自治体が規格する指定ごみ袋の製造にあたり、自治体の承認を得た事業者が、指定ごみ袋を製造することができる制度。
※５Ｗ１Ｈ…「Ｗｈｅｎ：いつ」、「Ｗｈｅｒｅ：どこで」、「Ｗｈｏ：だれが」、「Ｗｈａｔ：何を」、「Ｗｈｙ：なぜ」、「Ｈｏｗ：どのように」といった英単語の頭文字をとったもの。

※

※

避難所受付支援システム

実証実験

ご
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袋
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の
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に

つ
い
て

粥
川　

加
奈
子
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意見書
第 ２ 回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
意見書は国会をはじめ、 内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、 実現を要望しました。

全会一致で可決・同意・承認された議案 

議案番号 議　　　案　　　名 議案番号 議　　　案　　　名 

議第47号 大垣市税条例等の一部改正について 報第 5号 専決処分の報告並びにその承認について

議第48号 大垣市監査委員の選任について 報第 6号 弾力条項適用の報告について

◆一般質問の録画放映 (ケーブルテレビ）

　大垣市議会では、市民の皆さまに議会活動への理解を深めて

いただくため、各定例会（ 3月、 6月、 9月、12月）の一般質

問を大垣ケーブルテレビ（11ch）による録画で放映しています。

次回の放映は、9月中旬を予定しています。放映日については、

市議会HPまたは電話（直通：47-8073）で、お問い合わせください。

賛否が分かれた議案 議会内統一会派
議会内

統一会派

議案番号 議　案　名

議
決
結
果

大垣市議会自由民主党緑風会
市議会
公明党

自民クラブ 民主クラブ
日　本
共産党

市   民
ネ ッ ト
ワ ーク
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日
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市議第 5号 大垣市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条
例を廃止する条例について

否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○

○＝賛成、×＝反対　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。

◆傍聴自粛のお願い
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、引き続き、開催

を予定している定例会の傍聴は、ご遠慮いただきますようお願いします。

令和４年第１回臨時会　議案審議結果一覧

功
績
を
た
た
え
永
年
在
職
議
員
表
彰
を
伝
達

　環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書

地球温暖化や激甚化 ・ 頻発化している災害等に対し、 地球規模での環境問題への取組であるＳＤＧｓや２０５０年のカーボンニュートラ

ル達成に向けて、 さらなる取組が急務であるが、 公共建築物の中でも大きな割合を占める学校施設の老朽化がピークを迎える中、 教育

環境の向上とともに、 学校施設を教材として活用し児童生徒の環境教育を行う 「環境を考慮した学校 （エコスクール） 事業」 が行われて

きた。 この事業は、 現在 「エコスクール ・ プラス」 として、 文部科学省、 農林水産省、 国土交通省、 環境省が連携協力し、 認定を受け

た学校が施設の整備事業を実施する際に、 関係各省より補助事業の優先採択などの支援を受けることができ、 平成２９年から今まで

２４９校が認定を受けている。 文部科学省の支援として、 令和 ４ 年度からは地域脱炭素ロードマップ （国 ・ 地方脱炭素実現会議） に基づ

く脱炭素選考地域などの学校のうち、ＺＥＢ　Ｒｅａｄｙを達成する事業に対し、単価加算措置 （ ８ ％） の支援が行われているところである。

文部科学省の補助としては、 新増築や大規模な改築のほかに、 例えば教室の窓を二重サッシにするなどの部分的な補助事業もあり、

ある雪国の学校では電力を大幅に削減するとともに、 児童生徒に快適な教育環境を整えることができた。 また、 太陽光発電や壁面緑化、

自然採光等を取り入れた学校施設 （身近な教材） を通じて、 仲間と共に環境問題や環境対策を学ぶことができ、 科学技術への触発とな

るとともに、 最新の技術等を学ぶ貴重な教育機会となっている。

そこで、 これまで多くの事業が全国の学校施設で行われてきたが、 カーボンニュートラルの達成及び環境教育の推進を行うためには、

さらに加速して事業を実施することが必要である。 特に、 多くの学校での実施が重要であり、 技術面 （学校施設のＺＥＢ化に関する先導

的なモデルの構築及びその横展開等） 及び財政面 （学校施設整備に対する国庫補助） について、 次の事項に留意してさらなる推進を行

うことを強く求める。

1 ． 技術面に関しては、 学校施設に関するＺＥＢ化の新たな技術の開発や周知を行う。 特に、 新築や増築といった大規模事業だけではな

くＬＥＤや二重サッシといった部分的な省エネ改修事業も、 しっかりと周知を行い、 できるところから取り組む自治体、 学校を増やして

いくことが、 カーボンニュートラルの達成及び環境教育の充実につながることに留意して、 周知の徹底に取り組むこと。

2 ． 財政面に関しては、 カーボンニュートラルの達成及び環境教育の充実に向けて、 多くの学校が取り組むことができるよう、 学校施設

整備に対する事業予算額を増額すること。

以上、 地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

  令和 ４ 年 ６ 月２１日
 大　垣　市　議　会

　年４回発行する議会だより

に、 市民の皆さんからのご意

見やご要望をいただきながら、

より良い紙面づくりに努めてま

いります。

委員長　 空　　　　　英　　明

副委員長　 梅　崎　げんいち

委 員　 種　　田　　昌　　克

委 員　 はんざわ　多 　美

委 員　 北　　野　 ひ と し

委 員　 長 谷 川 　 つ よ し

委 員　 川　　上　　孝　　浩

議会だより編集委員会

令和４年第２回定例会　議案審議結果一覧
全会一致で可決・同意された議案 

議案番号 議　　　案　　　名 議案番号 議　　　案　　　名 

議第49号 令和 4年度大垣市一般会計補正予算（第 1号） 議第56号 請負契約の締結について

議第50号 令和 4年度大垣市水道事業会計補正予算（第 1号） 議第57号 損害賠償の額の決定について

議第51号 令和 4年度大垣市簡易水道事業会計補正予算（第 1号） 議第58号 市道路線の認定について

議第52号 令和 4年度大垣市一般会計補正予算（第 2号） 議第59号 市道路線の廃止について

議第53号 令和 4年度大垣市病院事業会計補正予算（第 1号） 議第60号 大垣市固定資産評価審査委員会委員の選任について

議第54号 令和 4年度大垣市公共下水道事業会計補正予算（第 1号） 議第61号 大垣市副市長の選任について

議第55号
大垣市議会議員及び大垣市長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例の一部改正について

市議第 6号
環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設
のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書

6月15日 北中学校1年生(103名)

　北中学校と興文中学

校の生徒が、校外学習

の一環として議場を見

学しました。当日は、

議会で行う会議の流れ

や議場の設備について

説明を受けた後、議場

のモザイク壁画「西濃

の四季」を鑑賞しまし

た。

7月14日 興文中学校1年生(105名)

スマホアプリ 「マチイロ」 で

「大垣市議会だより」 がご覧いただけます！

　「大垣市議会だより」をより多くの皆さんに

ご覧いただけるよう、スマートフォン用アプリ

「マチイロ」で、8月15日から配信します。

議 場 見 学

マチイロの
ダウンロードは
こちらから
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市議会の結果や会議録などは、 市議会ホームページでご覧いただけます。

市議会HP

問合せ／大垣市議会事務局（電話：0584-47－8073）
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